
カ
ル
カ
ッ
タ
で
は
、
冬
が
文
化
の
季
節
で
あ
る
。
日
本
の
秋
に
あ
る
よ

う
に
、
様
狗
の
催
物
が
あ
る
。
例
え
ば
、
古
典
舞
踏
、
映
画
祭
、
四
日
間

ぶ
つ
通
し
の
音
楽
会
な
ど
、
主
に
芸
術
的
方
面
の
も
の
が
多
い
。
そ
の
中

に
あ
っ
て
、
今
年
、
一
九
八
三
年
初
頭
に
西
。
ヘ
ン
ガ
ル
佛
教
徒
協
会
が
催

し
た
「
ア
テ
ィ
シ
ュ
ー
デ
ィ
ー
パ
ン
カ
ル
生
誕
千
年
祭
」
は
出
色
で
あ
っ

た
。
カ
ル
カ
ッ
タ
か
ら
の
報
告
と
し
て
、
希
有
な
る
、
ま
た
、
筆
者
の
興

味
を
最
も
惹
い
た
こ
の
祝
祭
か
ら
綴
っ
て
ゆ
き
た
い
。

そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
一
月
二
十
九
日
か
ら
三
日
間
だ
っ
た
。
初
日
、

午
前
九
時
、
開
会
式
。
式
場
の
ラ
ピ
ン
ド
ラ
Ⅱ
シ
ョ
ド
ン
に
、
ダ
ラ
イ
・

ラ
マ
睨
下
を
は
じ
め
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ソ
連
、
シ
ッ
キ
ム
、
ラ
ダ
ッ
ク
、

バ
ン
グ
ラ
Ⅱ
デ
シ
ュ
、
イ
ギ
リ
ス
、
日
本
か
ら
、
来
賓
と
し
て
、
高
僧
、

名
士
、
学
者
を
迎
え
、
そ
れ
に
加
え
て
、
一
般
招
待
者
一
千
数
百
名
が
集

ま
っ
た
。
マ
ン
ガ
ラ
チ
ャ
ラ
ン
、
三
帰
依
、
五
戒
を
唱
和
し
、
僧
の
．
ハ
ー

リ
語
で
の
読
経
に
、
会
場
を
う
め
た
人
食
が
「
ス
ダ
ー
、
ス
ダ
ー
、
ス
ダ

海
外
だ
よ
り

カ
ル
カ
ッ
タ
と
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・

コ
レ
ッ
、
シ
の
こ
と

海
外
学
界
一
一
ユ
ー
ス

山
下
幸
一

－
」
と
讃
嘆
し
て
、
祝
典
が
始
ま
っ
た
。
午
前
は
、
来
賓
の
挨
拶
で
終
始

し
た
。
午
後
は
、
西
、
ヘ
ン
ガ
ル
佛
教
徒
協
会
の
本
山
か
ら
、
国
立
博
物
館
ま
で
、

各
国
の
佛
教
徒
た
ち
が
行
列
を
し
た
。
そ
れ
に
引
続
い
て
、
国
立
博
物
館

で
「
ア
テ
ィ
シ
ュ
ー
デ
ィ
ー
パ
ン
カ
ル
と
佛
教
美
術
展
」
の
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
と
開
会
式
が
、
ダ
ラ
イ
Ⅱ
ラ
マ
税
下
の
手
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
展

示
品
は
、
チ
零
ヘ
ッ
ト
の
タ
ン
カ
、
マ
ン
ダ
ラ
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
会
場
を
国
立
博
物
館
の
オ
ー
デ
ィ
ト
リ
ァ
ム
・
ホ
ー
ル
に

移
し
て
、
ア
テ
ィ
シ
ュ
Ⅱ
デ
部
－
・
ハ
ン
カ
ル
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
が
行
な

わ
れ
た
。
こ
の
分
野
に
疎
い
筆
者
に
は
、
興
味
あ
る
事
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

特
に
、
叩
９
．
ど
鳥
閣
ｏ
冒
洋
名
昌
ご
国
司
の
研
究
発
表
は
面
白
か
っ
た
。

彼
女
に
は
、
豐
房
言
ミ
ミ
目
§
（
旨
。
菖
巴
国
四
国
日
巴
８
の
い
）
と
い
う
研

究
が
あ
る
と
い
う
。
彼
女
は
、
ア
テ
イ
シ
ュ
Ⅱ
デ
ィ
ー
パ
ン
カ
ル
の
業
績

を
次
の
よ
う
に
讃
え
た
。
「
彼
は
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
を
征
服
し
た
が
、
そ
れ
は
軍

事
力
に
よ
っ
て
で
も
な
い
し
権
力
に
よ
っ
て
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
慈
悲

心
と
、
智
慧
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
」

イ
ン
ド
史
に
お
い
て
、
佛
教
は
イ
ス
ラ
ム
の
侵
入
と
と
も
に
滅
亡
し
た

と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
現
在
も
生
き
る
、
、
ヘ
ン
ガ
ル
佛
教
徒
を
思
う
と
き
、

佛
教
は
滅
ん
だ
の
で
は
な
く
て
、
辺
境
へ
追
わ
れ
た
と
言
う
。
へ
き
で
あ
ろ

う
。
バ
ン
グ
ラ
ー
デ
シ
ュ
に
も
、
西
、
ヘ
ン
ガ
ル
に
も
、
少
数
な
が
ら
佛
教

徒
は
脈
々
と
生
き
続
け
て
い
る
。
彼
ら
に
つ
い
て
の
民
俗
学
的
調
査
な
ど

は
、
ど
の
程
度
に
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
興
味
あ
る
問
題
で
あ

マ
ｏ
ｏ

さ
て
、
カ
ル
カ
ッ
タ
に
あ
っ
て
、
最
も
古
い
伝
統
を
も
ち
、
最
も
重
要

戸Jー

r〕、



な
の
は
、
ベ
ン
ガ
ル
・
ア
ジ
ア
協
会
で
あ
る
。
今
年
は
、
二
月
七
日
に
、

第
一
九
九
回
目
の
年
次
総
会
が
あ
っ
た
。
い
つ
も
の
通
り
、
任
期
満
了
の

役
員
の
改
選
、
昨
年
度
の
活
動
・
決
算
報
告
、
協
会
賞
な
ど
の
授
与
が
行

な
わ
れ
た
。
本
協
会
も
、
年
々
運
営
の
経
済
的
悪
化
が
進
み
、
来
年
に
催

す
蕊
へ
き
設
立
二
百
年
記
念
行
事
を
い
か
に
行
な
う
か
が
問
い
た
だ
さ
れ
た
。

そ
れ
か
ち
ハ
未
整
理
の
、
し
か
も
重
要
な
マ
’
三
ス
ク
リ
プ
ト
の
研
究
が

な
さ
れ
な
い
の
は
、
世
界
の
学
界
に
対
す
る
協
会
の
無
責
任
だ
と
い
う
、

遺
憾
の
声
も
あ
が
っ
た
り
し
た
。

そ
の
よ
う
な
経
営
難
の
現
状
下
、
わ
ず
か
に
五
冊
の
本
が
出
版
さ
れ
た
。

そ
の
中
に
、
佛
教
関
係
に
次
の
も
の
が
あ
っ
た
。
恕
這
雨
、
道
。
ぎ
ぎ
電
。
員

昌
、
２
房
。
冨
曾
室
曾
甸
望
包
§
房
竪
も
雪
き
め
§
ご
胃
の
鼠
○
墓
竪
暮
武
冨
蚤
菖
‐

ぎ
ぎ
旦
尽
い
き
ミ
ミ
言
》
ず
域
ｐ
Ｈ
．
シ
目
口
抄
国
四
匡
閏
．
忌
隠
↓

本
協
会
に
は
、
西
。
ヘ
ン
ガ
ル
州
及
び
近
辺
在
住
の
学
者
は
ほ
と
ん
ど
会

員
に
な
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
本
協
会
の
会
員
で
あ
る
こ
と
は
、
一
種

の
名
誉
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
年
次
報
告
書
に
よ
る
と
、
現
在
の
会
員
数

は
、
団
体
二
四
、
個
人
一
二
三
で
あ
る
。
・

カ
ル
カ
ッ
タ
は
γ
往
時
イ
ン
ド
の
首
府
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
数
多
く

の
研
究
機
関
を
も
ち
、
研
究
者
の
層
も
厚
い
と
い
え
る
。
教
育
水
準
、
文

化
水
準
も
高
い
。
そ
の
よ
う
な
、
学
者
、
知
識
人
、
文
化
人
、
学
生
の
欲

求
を
満
た
し
て
く
れ
る
の
が
、
毎
年
行
な
わ
れ
る
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ア
で
あ

る
。
毎
年
二
月
の
中
旬
、
今
年
は
五
日
か
ら
二
十
日
ま
で
開
か
れ
た
。
イ

ン
ド
中
か
ら
主
な
出
版
社
が
参
加
し
、
一
割
以
上
の
値
引
き
が
取
り
決
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
イ
ン
ド
で
最
大
の
ブ
ッ
ク
・
フ
ィ
ー
ア
だ
と
、
カ

ル
カ
ッ
ダ
の
人
は
胸
を
張
る
。
三
百
軒
近
く
の
仮
設
テ
ン
ト
書
店
が
、
ビ

ク
ト
リ
ァ
・
メ
モ
リ
ア
ル
横
の
公
園
に
軒
を
並
べ
る
。
一
軒
ず
つ
て
い
ね

い
に
見
て
い
く
と
、
四
、
五
日
か
か
る
ほ
ど
で
あ
る
。
数
軒
の
古
書
店
も

出
て
い
て
、
時
に
掘
出
し
物
も
あ
る
。
｜
も
ち
ろ
ん
数
と
し
て
は
、
、
ヘ
ン
ガ

ル
語
の
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。

ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ア
期
間
中
に
、
そ
れ
は
こ
れ
に
合
わ
せ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
が
、
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
の
祭
り
が
あ
る
。
今
年
は
二
月
十
八
日
で

あ
っ
た
。
、
ヘ
ン
ガ
ル
人
の
祭
り
好
き
は
自
他
と
も
に
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
十
月
の
ド
ゥ
ル
ガ
ー
・
プ
ー
ジ
ャ
か
ら
三
月
の
ホ
ー
リ
ー
ま
で
祭
り

続
き
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
数
多
い
プ
ー
ジ
ャ
（
祭
り
）
の
中
で
、

サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
の
プ
ー
ジ
ャ
は
、
最
も
し
っ
と
り
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

篤
信
の
各
家
庭
、
町
内
の
辻
冬
学
校
に
、
大
小
様
々
の
サ
ラ
ス
ヴ
ァ

テ
ィ
ー
女
神
像
を
祀
り
、
学
芸
の
成
就
を
祈
願
す
る
の
で
あ
る
。
サ
ラ
ス

ヴ
ァ
テ
可
－
女
神
は
、
美
し
く
着
飾
り
、
手
に
ヴ
ィ
ー
ナ
と
い
う
弦
楽
器

と
経
典
を
持
ち
、
ハ
ン
サ
（
白
鳥
）
｜
を
件
な
っ
て
い
る
。
学
問
と
芸
術
の

女
神
で
あ
る
ｇ
学
生
は
、
よ
い
成
績
が
と
れ
ま
す
よ
う
に
、
な
ど
と
祈
る
。

日
本
の
天
神
さ
ん
を
思
い
出
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
可
－
は
、
な
ぜ
ハ
ン
ザ
を
伴
な
っ
て
い
る

の
か
。
識
者
に
尋
ね
る
と
、
多
く
の
人
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
ぐ
れ
た
。

サ
ラ
ス
ヴ
プ
テ
ィ
ー
は
、
ヴ
ェ
ー
ダ
時
代
に
は
、
河
の
名
前
で
あ
り
、

か
つ
、
そ
の
女
神
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
水
辺
に
棲
む
ハ
ン
サ
は
、
美
と

純
粋
の
象
徴
と
し
て
彼
女
と
結
び
つ
い
た
。
し
か
も
、
ハ
ン
サ
は
、
伝
説

で
は
、
こ
れ
は
今
も
そ
う
信
じ
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
水
面
に
散
ら
さ
れ

た
牛
乳
を
、
階
で
選
り
分
け
て
食
ゞ
へ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
に
、
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学
芸
に
志
す
者
は
、
自
分
の
教
養
に
な
る
も
の
だ
け
を
世
界
の
雑
多
の
中

か
ら
学
び
摂
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ハ
ン
サ
は
そ
の
象
徴
で
も
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
学
問
と
芸
術
の
女
神
サ
ラ
ス
ヴ
ー
ノ
テ
ィ
ー
に
伴
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
説
明
に
は
、
何
故
に
河
の
女
神
が
学
芸
の
女
神

に
な
っ
、
た
か
が
語
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
も
ま
た
筆
者
の
興
味
の
向
く
と

こ
ろ
で
あ
る
。
．

さ
て
、
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
は
、
中
国
を
経
て
日
本
に
伝
わ
っ
て
来
た
。

そ
れ
が
弁
（
財
）
天
で
あ
る
。
両
者
の
関
係
を
究
明
し
た
次
の
よ
う
な
良

書
が
あ
る
。
著
者
は
、
在
カ
ル
カ
ッ
タ
日
本
国
総
領
事
館
の
文
化
担
当
官

で
あ
る
。
国
営
ｓ
《
ロ
ミ
ミ
ミ
鴎
冒
冒
、
昌
尽
鷺
即
員
皇
電
、
寧
員
訂
○
》
》
】

ず
望
ｐ
Ｈ
・
己
勇
二
①
ロ
骨
伊
ｚ
四
日
切
Ｐ
府
冒
（
国
①
ロ
肩
口
砲
口
匡
旨
Ｐ
は
○
口
）
○
巴
‐

○
口
寺
井
騨
胃
の
『
Ｐ

そ
の
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
・
プ
ー
ジ
ャ
は
、
伝
統
あ
る
カ
ル
カ
ッ
タ
大

学
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
「
一
レ
ッ
ジ
で
も
、
学
生
が
主
催
し
て
行
な
わ
れ

る
。
そ
の
女
神
像
は
、
筆
者
が
見
た
中
で
は
最
も
美
し
い
も
の
で
あ
る
。

筆
者
の
指
導
教
授
が
パ
ー
リ
学
科
の
主
任
を
務
め
て
い
る
関
係
上
、
足

繁
く
通
い
親
し
ん
で
い
る
の
で
、
次
に
、
こ
の
カ
ル
カ
ッ
タ
大
学
を
紹
介

し
よ
う
と
思
う
。

カ
ル
カ
ッ
、
タ
に
は
、
「
大
学
」
が
三
つ
あ
る
。
ラ
ビ
ン
ド
ラ
Ⅱ
バ
ラ
テ

ィ
大
学
、
ジ
ョ
ド
プ
ル
大
学
、
そ
し
て
カ
ル
カ
ッ
タ
大
学
で
あ
る
。
前
二

者
は
、
一
構
内
に
学
部
か
ら
大
学
院
ま
で
あ
る
の
で
あ
る
が
、
カ
ル
カ
ッ

タ
大
学
と
い
う
の
は
、
前
二
者
以
外
の
す
べ
て
の
コ
レ
ッ
ジ
（
学
部
）
と

大
学
院
の
総
称
で
あ
る
。
従
っ
て
、
或
る
一
つ
の
コ
レ
ッ
ジ
を
卒
業
す
れ

ば
、
「
カ
ル
カ
ッ
タ
大
学
」
を
卒
業
し
た
、
と
い
う
よ
う
に
言
わ
れ
る
の

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ふ
つ
う
に
、
「
カ
ル
カ
ッ
タ
大
学
」
と
言
え

ば
、
コ
レ
ッ
ジ
・
ス
ト
リ
ー
ト
に
あ
る
カ
ル
カ
ッ
タ
大
学
本
部
を
指
す
の

で
あ
る
。
そ
こ
は
ま
た
、
文
学
部
の
修
士
課
程
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
あ
り
、

大
学
の
中
央
図
書
館
、
ア
ス
ト
ー
シ
ュ
博
物
館
も
あ
る
。

こ
の
大
学
本
部
の
、
通
り
を
隔
て
た
す
ぐ
前
に
、
州
立
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
・
コ
レ
ッ
ジ
（
。
○
ぐ
①
Ｎ
ｐ
日
の
昇
留
易
胃
詳
９
斤
鴨
）
が
あ
る
。
こ
の

コ
レ
ッ
ジ
の
前
身
は
、
国
。
再
言
筐
菌
ｇ
９
臣
品
の
と
呼
ば
れ
、
イ
ギ
リ

ス
の
文
官
、
特
に
、
司
法
行
政
官
吏
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
知
識
を
つ
け

る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
聞
く
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
コ
レ
ッ
ジ
と
し

て
の
礎
石
は
、
一
八
二
四
年
二
月
二
五
日
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

毎
年
二
月
二
五
日
に
は
開
学
記
念
行
事
が
催
さ
れ
る
。
筆
者
は
二
年
続

け
て
そ
れ
を
見
た
が
、
面
白
い
の
は
、
古
式
に
の
っ
と
っ
た
論
理
学
の
対

論
で
あ
る
。
一
対
一
の
対
論
で
あ
る
が
、
対
論
者
各
々
に
、
一
人
ず
つ
補

佐
役
が
付
き
”
審
判
役
が
一
人
、
合
計
五
人
が
ベ
ッ
ド
程
の
大
き
さ
高
さ

の
段
上
に
坐
す
。
対
論
は
主
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
進
行
す
る
。
例
え

ば
、
「
比
量
」
の
定
義
を
出
し
合
い
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
所
説
を
開
陳
す

る
と
い
う
風
に
、
ま
る
で
論
理
学
の
古
典
を
読
む
の
と
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
古
い
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
学
問
の
伝
統
を
保
持
し
て
今

に
至
る
本
コ
レ
ッ
ジ
は
、
開
学
当
時
、
伝
統
的
な
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
習

と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
流
の
研
究
方
法
と
を
合
わ
せ
て
、
新
し
い
研
究
母
体
を

め
ざ
し
、
国
・
国
．
弓
房
ｏ
自
ら
の
委
員
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
。
そ
の
理

想
は
、
ベ
ナ
レ
ス
の
、
智
〕
ゼ
ロ
日
割
口
角
］
昌
四
印
い
固
め
旨
‐
芹
ゆ
く
跡
与
患
罰
昼
園
甲

冨
制
と
同
じ
で
あ
る
。

『ー庁
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最
初
期
、
主
た
る
メ
デ
ィ
ア
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
あ
っ
た
。
学
生

は
十
年
間
の
コ
ー
ス
で
、
文
法
・
文
学
・
修
辞
学
・
哲
学
な
ど
を
修
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
八
二
六
年
に
天
文
学
、
一
八
二
七
年
に
英
文

学
、
一
八
三
七
年
に
ベ
ン
ガ
ル
文
学
が
講
義
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一

八
五
一
年
に
口
目
①
問
①
国
目
鼻
の
９
斤
鴨
と
し
て
公
認
さ
れ
、
初
代

学
長
に
は
勺
Ｐ
且
詳
扉
君
沙
国
。
盲
目
国
ぐ
目
国
の
樹
胃
が
そ
の
任
に
就

い
た
。
彼
の
任
期
中
一
八
五
七
年
に
、
シ
岸
ロ
８
胃
自
国
の
具
（
文
学
部
に

相
当
す
る
）
が
ロ
曰
く
①
働
ご
ｇ
ｏ
巴
。
目
国
の
組
織
下
に
置
か
れ
た
。
続

い
て
一
八
五
八
年
に
月
旦
。
①
冒
門
目
〕
①
貝
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、

胃
．
国
・
国
・
９
墨
ぐ
①
胃
が
第
二
代
学
長
職
に
就
い
た
年
で
あ
る
。
一
九
五
一

年
に
は
喝
。
鼻
‐
の
３
号
胃
①
周
①
い
の
閏
呂
ロ
名
閏
目
〕
の
具
が
始
ま
っ
て
現

在
に
至
っ
て
い
る
。
五
つ
の
ｏ
ｏ
ｐ
昌
目
の
鼻
。
呂
の
鴨
具
昏
の
ご
昌
剖
、
①
Ｈ
‐

鯉
ご
ｇ
ｏ
巴
。
口
洋
四
の
ひ
と
つ
と
し
て
重
要
な
地
位
に
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
略
史
を
た
ど
っ
て
、
一
八
五
一
年
よ
り
、
イ
ン
ド
研
究

の
総
合
化
を
め
ざ
し
て
整
術
さ
れ
て
き
た
留
国
切
陣
群
９
号
鴇
の
学
科

組
織
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
仙
甸
ｏ
稗
‐
の
目
目
鼻
①
Ｈ
Ｈ
煙
自
侭
“
且
罰
①
‐

の
①
胃
呂
己
①
己
四
誹
日
①
具
、
⑨
○
国
①
貝
巴
勺
弾
包
３
国
○
局
目
巳
己
①
。
胃
寸

脂

院

目
①
具
】
⑥
己
の
喝
の
①
９
臣
の
鴨
旦
宵
厨
の
三
部
門
よ
り
成
っ
て
い
る
。

仙
甸
○
牌
‐
○
国
目
鼻
①
目
国
自
侭
四
目
”
の
、
の
肖
呂
己
の
窟
騨
日
①
日
に

は
、
ヴ
ェ
ー
ダ
学
、
イ
ン
ド
哲
学
、
イ
ン
ド
学
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
・

文
学
、
ス
ム
リ
テ
ィ
・
プ
ラ
ー
ナ
の
各
専
門
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
著

名
な
学
者
一
’
二
名
が
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。
冨
陽
あ
る
い
は
両
ロ
ロ
を

と
っ
た
若
い
研
究
者
た
ち
は
、
こ
こ
で
純
粋
に
伝
統
的
な
学
習
を
す
る
と

と
も
に
、
近
代
的
研
究
も
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
成
果
は
研
究
誌
一
合
《
○
胃

国
の
胃
樹
の
』
》
或
は
機
関
誌
《
《
の
巴
。
具
冨
駛
口
切
胃
洋
９
臣
の
鴨
閃
の
の
①
‐

ゅ
罠
呂
留
邑
３
こ
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
（
後
述
）
。

②
○
〕
旨
貝
巳
甸
輿
騨
融
国
・
境
目
旦
己
の
冒
再
日
①
具
を
修
了
す
る
と

日
国
富
〕
屋
四
目
目
胃
冨
と
い
う
称
号
が
与
え
ら
れ
る
。
目
胃
昏
騨
コ
ー

ス
三
年
の
う
え
に
さ
ら
に
三
年
の
冨
己
風
。
颪
Ｈ
瀞
「
－
－
ス
が
あ
る
。
十

数
名
の
留
昌
Ｏ
Ｈ
詞
の
、
。
胃
呂
甸
①
旨
○
尋
旦
昏
①
ロ
①
恩
再
日
の
具
に
よ
っ
て

伝
統
的
教
授
が
な
さ
れ
て
い
る
。
専
門
部
門
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
ぐ
の
目
』

Ｆ
芹
閏
四
目
Ｈ
①
』
ぐ
》
戯
戸
口
Ｈ
四
口
色
』
旨
口
沮
丘
騨
ぐ
鋤
・
Ｐ
⑳
冒
日
肋
動
ヨ
丙
ロ
］
Ｐ
‐
》
己
鳴
』

ぐ
①
忌
口
国
．
弓
鼻
騎
で
あ
る
。

⑧
ロ
。
四
①
①
。
。
豈
侭
①
ｇ
ど
蕨
ま
た
は
Ｃ
Ｏ
臣
の
鴨
ロ
①
恩
耳
目
①
具

で
学
生
は
国
鈩
の
学
位
を
と
る
。
留
口
の
百
群
ｎ
ｏ
巨
凋
①
の
教
育
の
本
体
で

あ
る
が
、
学
生
数
は
制
限
さ
れ
て
い
て
き
わ
め
て
少
な
い
。
第
一
か
ら
第

三
学
年
合
計
百
名
前
後
で
あ
る
。
専
攻
（
専
任
教
官
の
数
）
は
留
口
”
冑
詳

（
ｇ
・
吋
巴
弓
（
と
］
Ｆ
目
、
巳
、
陸
Ｃ
印
（
と
』
野
口
日
①
ロ
庁
旨
昌
色
ロ
四
国
ロ
タ
ざ
儲
匡

目
黒
。
ｑ
（
ｅ
で
あ
る
。
ま
た
即
の
い
ぽ
の
ロ
ミ
ｏ
呂
①
鴨
と
の
交
換
授
業

が
一
九
五
○
年
よ
り
行
な
わ
れ
、
学
生
は
必
要
に
応
じ
て
、
一
般
歴
史
学

と
哲
学
の
授
業
を
先
方
で
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
。

次
に
付
属
施
設
の
紹
介
を
し
よ
う
。

図
書
館
に
は
、
八
七
、
七
八
一
冊
以
上
の
書
籍
、
一
二
○
種
の
雑
誌
が

蔵
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
他
大
学
、
研
究
所
の
学
生
た
ち
に
も
利
用

出
来
る
よ
う
便
宜
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。
開
館
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午

後
五
時
ま
で
で
、
年
中
無
休
で
あ
る
。

別
館
国
富
国
威
切
冒
ぐ
Ｐ
二
に
は
、
吋
○
切
寸
○
国
目
鼻
の
》
目
国
自
侭
色
目

罰
①
、
①
胃
。
］
〕
ロ
①
忌
昇
日
の
目
の
研
究
者
の
た
め
の
教
室
お
よ
び
研
究
室
、
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そ
れ
に
冨
包
日
巨
の
ｏ
邑
耳
目
耳
目
罰
が
あ
る
。
そ
の
言
①
口
扁
ｏ
凰
冒
は
、

二
三
、
○
○
○
以
上
が
収
集
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
シ
ロ
①
⑫
日
乞
‐

誹
乃

働
く
①
の
胃
畠
○
唱
①
旦
冨
色
昌
扁
自
君
蔚
》
い
く
○
房
．
に
お
い
て
知
る
こ
と
力

出
来
る
。

な
お
、
本
館
内
に
は
、
国
胃
砦
国
触
昌
曾
の
昌
昌
尻
①
巨
目
具
崖
再

四
目
宵
。
富
の
。
冒
喝
が
あ
り
、
五
○
○
点
以
上
の
標
本
が
炉
ご
ｇ
①
具

冒
昌
凹
ロ
国
営
。
ｑ
の
授
業
の
た
め
に
収
集
せ
ら
れ
て
い
る
。

出
版
局
（
弓
：
旨
い
註
○
国
。
①
冒
騨
日
の
貝
）
に
お
い
て
、
《
↑
○
同
国
の
ロ
‐

冨
鴨
》
》
が
毎
年
出
版
さ
れ
る
。
各
巻
二
冊
で
現
在
第
一
五
巻
ま
で
出
版
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
《
《
の
巴
○
貝
圃
の
四
局
胃
詳
○
○
屋
晶
①
屈
朋
３
月
ぽ

静
己
①
、
』
》
と
し
て
既
に
、
月
の
弾
の
二
七
冊
、
陣
巨
昌
の
⑱
七
一
冊
、
Ｆ
の
ｘ
‐

］
ｏ
ｏ
ｐ
の
五
冊
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
の
佛
教
関
係
の
み
を
ひ
ろ
っ

て
み
る
と
、

旨
ゆ
ぽ
脚
ぐ
ゅ
稗
戸
シ
ぐ
四
口
動
目
Ｐ
ぐ
○
］
．
Ｈ
目
．
目
凋
両
目
耳
渕
己
賦
罰
・
○
．

ｍ
④
の
四
吋
．

園
匡
ロ
ロ
自
画
凹
面
且
ワ
罫
口
四
ぬ
い
．
同
Ｑ
ご
く
ｐ
Ｈ
・
閃
・
嵐
．
ロ
員
国

ぐ
些
百
沙
も
陣
日
興
Ｈ
働
罰
‐
、
己
口
巨
》
両
昌
ず
目
ｐ
Ｈ
、
い
○
蔵
四
国
ら
ぽ
口
国

（
逗
片
１
斗
ｘ
ご

○
国
唱
目
⑩
具
詐
彦
①
固
い
陸
冒
ｍ
ｐ
Ｑ
Ｑ
置
一
牌

ｍ
ｐ
Ｑ
巳
昌
牌
。
①
口
吋
＄
旨
陸
ｐ
ｇ
①
ロ
庁
冒
日
四
》
耳
『
ｐ
Ｈ
・
田
・
Ｚ
．
○
彦
四
‐

ロ
Ｑ
声
匡
Ｈ
吋

蜀
四
。
①
扇
昌
嗣
匡
・
ロ
巨
骨
目
け
○
口
函
犀
、
耳
渕
ｐ
Ｈ
．
シ
・
民
．
。
ご
凹
床
の
星
①
①

シ
ロ
巴
ぐ
陣
。
巴
⑳
目
・
く
ｇ
げ
ぽ
の
シ
ご
蔵
昼
ｐ
ｐ
Ｈ
Ｂ
巴
ハ
息
Ｐ
ウ
望
口
拭
い

Ｌ

Ｌ

○
ぽ
四
目
Ｑ
ゴ
ロ
風

な
ど
が
あ
る
。

蟹
。
の
胃
詳
９
冒
鴨
の
事
業
と
し
て
、
次
の
二
つ
の
辞
典
の
編
蟇
が
あ

↓
（
》
０

国
画
四
Ｈ
呉
噂
①
己
胃
３
口
四
民
○
函
（
冒
国
の
ご
魍
冒
）
亜
こ
れ
は
イ
ン
ド
哲

学
の
ほ
と
ん
ど
す
寺
へ
て
の
分
野
の
術
語
の
辞
典
で
あ
る
。
あ
る
篤
志
家
の

基
金
《
嵐
巴
丘
儲
冨
巨
旨
烏
の
呂
巳
胃
昏
甘
蜀
匡
且
）
に
よ
っ
て
、
一
九
七

五
年
、
そ
の
編
纂
と
出
版
事
業
が
始
ま
っ
た
。
現
在
ｚ
乱
怠
‐
ぐ
巴
附
の
陦
騨

と
削
昌
丙
ご
国
‐
弔
弾
凰
茜
伝
と
の
二
冊
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

９
旨
○
巴
勺
昌
一
ｇ
ｏ
陣
。
ｐ
騨
昌
叩
月
月
の
ロ
。
言
〕
①
Ｈ
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た

こ
の
辞
典
の
編
纂
は
今
や
国
際
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
っ
た
。
．
・
ヘ
ン
ハ

ー
ゲ
ン
に
あ
る
岳
①
周
○
胃
己
己
包
昌
呂
Ｐ
Ｃ
且
①
日
昌
昌
の
９
の
ロ
ｏ
①
い
い
且

Ｆ
①
＃
の
厨
の
イ
ン
ド
に
お
け
る
協
力
セ
ン
タ
ー
と
し
て
曾
口
の
胃
詳
９
］
‐

蔚
鳴
が
イ
ン
ド
政
府
に
よ
り
選
ば
れ
、
割
当
原
稿
が
．
・
ヘ
ン
ハ
ー
ゲ
ン

に
送
ら
れ
て
い
る
。

最
後
に
学
生
生
活
に
つ
い
て
一
言
触
れ
て
お
こ
う
。
己
①
四
①
の
９
日
。
の

は
三
年
で
、
大
抵
六
月
に
新
学
期
の
授
業
が
始
ま
る
。
午
前
一
○
時
か
ら

午
後
四
時
二
○
分
ま
で
、
五
○
分
授
業
の
七
講
時
が
週
日
の
授
業
で
あ
る
。

授
業
内
容
は
、
す
べ
て
教
官
の
講
義
な
い
し
は
講
読
研
究
で
あ
り
、
学
生

が
テ
キ
ス
ト
を
読
ん
で
発
表
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
、
我
々

の
大
学
の
場
合
と
異
な
る
点
は
、
授
業
が
全
て
卒
業
試
験
の
た
め
で
あ
る

こ
と
で
あ
る
。
二
年
を
終
え
る
時
に
、
専
門
四
科
目
、
関
連
六
科
目
。
三

年
を
終
え
る
時
に
、
専
門
四
科
目
の
試
験
が
口
昌
ぐ
①
風
ｇ
ｇ
ｇ
旨
具
国

の
統
制
の
も
と
に
行
な
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
授
業
は
教
官
か

ら
教
わ
る
と
い
う
形
式
を
と
る
。
卒
業
論
文
は
な
い
。
試
験
の
内
容
は
、
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わ
れ
わ
れ
の
定
期
試
験
の
場
合
と
大
差
は
な
い
。
例
え
ば
、
「
ア
シ
ョ
ー

カ
王
碑
文
に
つ
い
て
知
る
こ
と
を
述
筆
へ
よ
」
と
か
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
、

或
は
パ
ー
リ
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
一
節
が
抜
き
出
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
訳

し
解
説
せ
よ
、
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

学
生
は
概
し
て
ま
じ
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
、
将
来
の
仕
事
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
。
文
学
部
を
卒
業
し
て
も
、
更
に
は
冒
衿
を
修
了
し

て
も
、
き
び
し
い
就
職
難
で
あ
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
や
・
ハ
ー
リ
語
を
勉

強
し
て
い
る
学
生
に
尋
ね
る
と
、
就
職
の
こ
と
は
頭
痛
の
た
れ
だ
け
ど
、

勉
強
が
好
き
だ
か
ら
と
い
う
返
事
で
あ
っ
た
。

現
在
カ
ル
カ
ッ
タ
大
学
に
は
、
筆
者
を
含
め
て
四
名
の
日
本
人
留
学
生

が
在
籍
し
て
い
る
。
皆
の
一
様
の
感
想
は
、
日
本
で
す
る
よ
り
研
究
が
は

か
ど
ら
な
い
。
そ
れ
に
馴
れ
て
し
ま
え
ば
押
し
流
さ
れ
る
の
で
、
自
分
の

勉
強
の
．
ヘ
ー
ス
を
保
持
し
続
け
る
こ
と
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
時
間
が
頭
初
の
予
定
よ
り
二
倍
は
か
か
っ
て
し
ま
う
。

同
感
で
あ
る
。
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